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　笑顔で給食を食べる西江原幼児園児。

み
ん
な
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べ
る
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た
の
し
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ね
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井原市
マスコットキャラクター

でんちゅうくん

こ
の
時
期
は
、
暖
房
器
具
を

　
使
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

   平成27年2月（2）
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目
標
は
、

東
京
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
！

し
か
も
メ
ダ
ル
で
す
!!

星から宇宙へ� P24

ひ　とひ　とクローズアップ

　
あ
れ
か
ら
、
４
年
。

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）、

３
月
11
日
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
て
約
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ま
い
と
市
内
有
志

が「
第
2
回
3・
11
忘
れ
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、「
忘
れ
な
い

キ
ャ
ン
ド
ル
」と
し
て
、
１
口

２
５
０
円
の
ろ
う
そ
く
を
販
売
し
、

そ
の
収
益
を
復
興
の
義
援
金
と

し
て
被
災
地
へ
届
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
つ
ど
え
～
る
や
井
原
駅

の「
小
さ
な
お
店
Ｔ
ｈｅ 

Ｂ
О
Ｘ
」

で
販
売
中
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
の

石い
し
は
ら原
和か
ず
こ子
さ
ん（
58
歳
）は

「
被
災
地
で
は
、
ま
だ
仮
設
住
宅

昨年行われた
3.11 忘れないプロジェクトの

メンバー

３・11 

忘
れ
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



異文化に触れて
いるとき

森
もりたに
谷 美

み わ
和さん（20歳）

【下出部町】

あなたの

笑顔の源
をお伺いします

笑顔の
リ レ ー

みなもと

竹
たけうち

内　颯
はやて

 さん（18歳）

＝興譲館高校3年＝

野球部から転向した異色のランナー
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陸
上
を
は
じ
め
て
約
半
年　
　

　

1
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

第
4
回「
晴
れ
の
国
岡
山
」駅
伝

で
１
区
を
走
り
、
大
会
初
の
連
覇

に
貢
献
し
た
竹
内
さ
ん
。
夏
ま
で

甲
子
園
を
目
指
し
て
い
た
球
児
が
、

ラ
ン
ナ
ー
に
転
向
し
て
半
年
で

頭
角
を
現
し
、
５
０
０
０ｍ
で
は

14
分
台
を
記
録
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。「
先
生
に
勧
め
ら

れ
た
の
は
２
年
生
の
と
き
で
、

野
球
部
を
引
退
し
た
後
、
陸
上
部

に
転
向
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

走
る
こ
と
が
好
き
で
、
投
手
と

し
て
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
練
習

で
走
っ
て
い
る
と
き
も
苦
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、

走
っ
た
後
の
達
成
感
と
記
録
が

伸
び
て
い
く
充
実
感
で
楽
し
く

走
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

陸
上
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
調
整

が
難
し
い
こ
と
を
実
感
し
て
き

ま
し
た
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

卒
業
後
は
実
業
団
で

　

高
校
卒
業
後
、
三
重
県
の

実
業
団
で
陸
上
競
技
を
続
け
る

予
定
の
竹
内
さ
ん
。「
所
属
先
は
、

若
い
人
が
多
く
、
伸
び
盛
り
の

チ
ー
ム
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

陸
上
は
野
球
と
は
違
い
、
個
人

の
頑
張
り
で
結
果
の
出
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

な
の
で
、
自
分
に
厳
し
く
練
習

を
続
け
、
将
来
は
毎
年
元
日
に

行
わ
れ
る
全
日
本
実
業
団
駅
伝

の
メ
ン
バ
ー
や
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
で

メ
ダ
ル
が
取
れ
る
よ
う
な
選
手

に
な
り
た
い
で
す
」

　
高
校
生
の
と
き
に
素
晴
ら
し
い
先
生
に
出
会
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
英
語
が
好
き
に
な
り
、
現
在
、
大
学
で
英
文
科
を

専
攻
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に

３
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
海
外
で
緊
張

し
ま
し
た
が
、
日
本
に
は
な
い
美
し
い
景
色
や
習
慣
な
ど
、

異
文
化
に
触
れ
た
と
き
、
新
た
な
発
見
と
感
動
で
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
貴
重
な
経
験
を
胸
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
文
化
を
学
び
、
知
識
を
広
め
て
い
き
な
が
ら
、

英
語
の
素
晴
ら
し
さ
が
伝
え
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
で
す
。

協
議
会
の
仮
設
住
宅
入
居
者
の

サ
ロ
ン
へ
井
原
の
高
校
生
が
直
接

届
け
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

久く
づ
ま
津
間
憲の
り
み
ち通
会
長
は「
多
賀
城
市

に
は
、
本
市
か
ら
職
員
の
派
遣
や

い
っ
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ー
を
送
る

な
ど
の
復
興
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
に
キ
ャ
ン
ド
ル

を
買
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な
支
援

活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と

話
し
ま
す
。

　
暗
闇
に
光
を
灯
す
キ
ャ
ン
ド
ル

が
未
来
を
照
ら
す
灯
り
に
な
る

こ
と
に
願
い
を
込
め
て
…
。

問�

3・11
忘
れ
な
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
　
（�

☎
�
１
４
８
４
）

で
暮
ら
し
て
い
る
人
が
現
在

も
い
て
、
私
た
ち
は「
３・11
を

忘
れ
な
い
！
」を
合
言
葉
に
復
興

へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
こ
と
を

目
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
ま
た
3
月
11
日（
水
）、

午
後
7
時
か
ら
井
原
駅
ホ
ー
ル
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
な
が
ら
、

コ
ー
ラ
ス
団
体
の
合
唱
な
ど
を

行
う
の
で
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」と
語
り
ま
す
。

　
一
方
、
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、

宮
城
県
多
賀
城
市
社
会
福
祉

井原駅のTｈｅ ＢＯＸ
などで販売中の

「忘れないキャンドル」
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祝 
　
1
月
11
日
、
市
民
会
館
を
会
場
に｢

第
62
回
井
原
市
成
人
式｣

が
行
わ
れ
、

華
や
か
な
着
物
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
３
２
９
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
は
、
大
人
の
自
覚
を
胸
に
秘
め
、
新
た
な
未
来
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

第
62
回
井
原
市
成
人
式

大
人
へ
の
決
意
と
自
覚
を
胸
に

成人

成人式実行委員の皆さん
式典の様子

三
みやけ
宅 徹

ゆきのり
伯さん

（大江町）

　社会人になったら
立派なエンジニア
になって、親に恩返し
をしていきたいです。

武
たけだ
田 捺

なつ き
希さん

（下出部町）

　立派な調理師と
してがんばりたい
です。20年間ありが
とうございました。

檀
だんじょう
上 桜

さくら
さん

（高屋町）

　母親になったので、
子どもを第一に立派
な社会人になりたい
です。

佐
さとう
藤 ひふみさん
（井原町）

　成人を迎えられて
うれしいです。今は
まだ勉強中ですが、
市内で絵のお店を
開くのが夢です。

吉
よしたけ
武 佑

ゆう や
弥さん

（木之子町）

　社会に貢献できる
人間になりたいです。
今まで育ててくれた
親に感謝したいです。

新成人に
一言聞きました

インタビュー

挑
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森
もりもと
本 優

ゆう み
歩さん

（西江原町）

　4月から社会人に
なるので、仕事を頑張
りたいです。 今まで
ありがとう。感謝して
います。

片
かたやま
山 勇

ゆう き
輝さん

（東江原町）

　親に迷惑をかけ
ないように、仕事
を頑張って、幸せ
になりたいです。

岡
おかだ
田 光

こう じ
司さん

（門田町）

　これから素敵な
奥さんを見つけて、
幸せな家庭を築いて
いきたいです。

西
にしだ
田 美

み か
伽さん

（美星町）

　将来の夢は幼稚園
の先生になることで、
夢に向かって頑張って
いきたいです。

ハタチの門出を祝う

夢 挑伊
だ て
逹 拓

たく や
哉さん

（芳井町）

　今勤めている職場で、
中心となって働ける
リーダーになれるように
頑張りたいです。



渡
辺
正
憲（
芳
）・森
下
泉・藤
井

和
哉・久
田
豪
文・藤
丸
敏
光・

橋
本
宏
規（
明【
芳
】）・中
西
昭
夫

（
共
）・藤
原
靖
浩・西
岡
修
一・

酒
井
寛
郎（
黒
）・東
田
和
之（
美
）・

坂
川
尚
幸・富
田
志
延（
宇
）・

瀧
川
哲
也・原
田
浩
二・竹
内

幸
史・
金
高
利
治（
明【
美
】）・

片
山
幸
久・植
田
辰
哉・佐
藤

博
昭・小
野
克
人・三
宅
勝
也・

山
下
精
一（
消
組
）

《
備
中
地
区
消
防

連
絡
協
議
会
長
表
彰
》

優
良
消
防
職
団
員
表
彰

　

�

池
田
欣
央（
高
）・阿
部
修（
荏
）・

落
合
誠（
西
）・三
宅
秀
樹（
青
）・

田
辺
泰
之・
山
室
敦
哉（
三
）・

久
保
文
徳（
堺
）・山
室
直
樹（
宇
）・

友
光
啓
二（
消
組
）

《
市
長
表
彰
》

優
良
団
員
表
彰

　

�

齋
藤
誉
郎・瀬
川
隆
治・妹
尾
惇

（
井
）・原
田
尚（
出
）・谷
本
靖
浩・

後
藤
直
之（
高
）・寺
岡
誠
治（
大
）・

塩
飽
哲
也（
稲
）・佐
藤
貴
之（
県
）・

佐
能
正
彦（
木
）・樫
原
裕
征（
荏
）・

黒
木
誠
一・
山
本
忠
司（
西
）・

守
屋
俊
雄（
野
）・畝
川
敏
昌（
青
）・

林
宏
樹・中
村
剛
志・渡
辺
智
樹

（
芳
）・池
田
弘
昭（
明【
芳
】）・三
原

比
東
志（
共
）・三
原
伸
之（
三
）・

河
上
堅
一・三
宅
武
志（
美
一
）・

山
岡
康
夫・川
上
龍
児・金
高

利
治（
美
二
）

《
岡
山
県
知
事
表
彰
》

優
良
消
防
団
員
章

　

�

竹
内
誠（
井
）・武
智
義
仁（
西
）・

丸
尾
広
和（
明【
芳
】）・
菊
池

謙
司（
美
）

	《
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
》

功
労
章

　

�

清
水
明
人（
本
部
）・柳
本
秀
雄

（
木
）・森
山
裕
司（
荏
）・小
倉
誠

（
芳
）・山
賀
賢
則（
本
部【
美
】）・

岡
田
和
信（
消
組
）

表
彰
章

　

�

久
安
正
展（
井
）・山
田
順
一（
出
）・

川
崎
幸
雄（
高
）・猪
原
元
晴（
大
）・

多
賀
慎
太
郎（
稲
）・長
谷
卓
郎

（
県
）・黒
木
健
二（
西
）・守
屋
道
雄

（
野
）・三
宅
信
次（
青
）・新
田
進
一

（
共
）・橋
本
慎
也（
明【
芳
】）・岡
崎

史
彦（
三
）・藤
原
靖
浩（
黒
）・瀧
川

哲
也（
明【
美
】）・山
本
勝
巳（
美
）・

立
間
庄
二（
消
組
）

青
年
章

　

�

佐
藤
善
亮（
井
）・石
田
昭
則（
共
）・

堀
智
裕（
宇
）

精
勤
章

　
�

西
村
英
二（
高
）・佐
能
正
彦（
木
）・

小
倉
誠・藤
田
博
之・三
宅
剛
史・

井原市消防
出初式

地
域
防
災
力
の
向
上
へ 

決
意
新
た

　1月18日、市民会館を会場に「平成27年井原市消防出初式」が
開催されました。式典では、瀧本市長が「不屈の消防精神のもと、
地域住民の生命や財産を守るため、ご精進ください」と式辞を
述べました。続いて志多木消防団長が訓示し、市内各地区の
消防団員、女性消防団員、女性防火クラブ員、消防職員など
約780人は、地域防災力向上への決意を新たにしました。
　また、消防活動に功績のあった219人と7団体が表彰されました。
※表彰された方々は次のとおり。敬称略、（ ）内は分団名・消防組合の略。

   平成27年2月（6）



永
年
勤
続
表
彰

　

�

森
田
庸
弘・金
久
重
明・高
草

友
通・寺
地
圭
太
郎・岩
本
佳
大・

今
井
豊（
井
）・中
村
秀
信・松
本

直
也・三
宅
則
孝（
高
）・吉
本
誠・

妹
尾
忠
広・多
賀
慎
太
郎（
稲
）・

長
谷
卓
郎・石
井
和
昭（
県
）・

柳
本
秀
雄・吉
川
武
範・三
宅

亨・平
崇（
木
）・松
島
誠・吉
山

慎
一・佐
藤
友
泰・奥
村
敬
太

（
荏
）・北
田
洋
平・藤
井
友
作・

松
本
清
人・片
山
真
也（
西
）・

三
宅
泰
弘（
青
）・岩
本
忠・早
川

洋
平・池
田
佳
史・多
賀
雅
樹・

藤
井
雅
則・安
部
靖
久・三
宅

弘
晃・高
嶋
徳
一
郎・河
合
仁
志

（
芳
）・佐
藤
和
昭（
明【
芳
】）・入
江

浩
之（
共
）・池
田
早
人（
美
一
）・

田
邉
裕
章・岡
本
大
吾・藤
原

正
芳（
美
二
）

同
配
偶
者
感
謝
状

　

�

森
田
恵
美・金
久
絵
梨
奈・高
草

理
江・寺
地
理
恵・岩
本
真
理
子・

妹
尾
智
子・多
賀
実
香・長
谷

実
佐
・
石
井
真
由
美
・
柳
本

美
佐
子・
吉
山
弥
里
・
佐
藤

め
ぐ
み・奥
村
絵
美・藤
井
瞳・

松
本
千
津
子・三
宅
知
沙
代・

早
川
尊
子・池
田
い
づ
み・多
賀

久
美
子
・
藤
井
裕
美
・
安
部

美
奈
子・三
宅
加
奈
子・高
嶋

由
里
子・河
合
厚
子・佐
藤
郁
美・

入
江
高
代・池
田
文
恵・田
邉

愛
子・岡
本
優
子

《
消
防
長
表
彰
》

無
火
災
分
団
表
彰

　

�

西
江
原
分
団・
野
上
分
団・

青
野
分
団・芳
井
分
団・三
原

分
団・
美
星
第
一
分
団（
堺

分
団
）・美
星
第
二
分
団（
宇
戸・

明
治
分
団
）

《
消
防
団
長
表
彰
》

優
良
団
員
表
彰

　

�

笹
井
康
久・松
井
淳・佐
藤
善
亮・

佐
々
木
宏
明（
井
）・黒
飛
友
博・

佐
藤
善・久
安
一
行（
出
）・清
水

達
哉・森
政
和
俊・武
内
敬
教・

吉
川
孝
治（
高
）・入
江
信
行・

高
原
慈
章・
高
原
圭
史（
大
）・

上
野
修
治・塩
飽
聡
喜・妹
尾

忠
広（
稲
）・岡
田
学・石
井
健
太・

鳥
越
充（
県
）・馬
越
將
仁・佐
能

寛
昭・上
野
英
世（
木
）・藤
井

智
之・西
山
俊
一・池
田
慎
太
郎

（
荏
）・川
合
健
文・岡
田
彰
太
郎・

松
本
大
典・甲
斐
雄
平（
西
）・

福
尾
公
男・稲
葉
博
之（
野
）・

西
山
正
和・三
宅
信
次・田
中

敬
之（
青
）・三
宅
直
紀・
妹
尾

公
人・山
本
真
司・山
成
優
樹・

河
合
祐
三・佐
藤
優
希・川
上

哲
也（
芳
）・高
田
直
輝・橋
本

淳
弘（
明【
芳
】）・森
本
直
行（
共
）・

仕
田
原
訓・川
上
憲
孝・藤
森

克
己・中
山
節
夫・原
田
宏
則

（
美
一
）・内
田
紀
之・東
田
雅
樹・

坂
川
泰
裕・定
井
優
来・藤
原

正
芳・澤
木
常
年（
美
二
）
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   平成27年2月（8）

職　種（勤務場所） 募集人数
① 保育士（甲南・芳井保育園） 6人
② 主任相談支援員（福祉課） 1人
③ 相談支援員（福祉課） 1人
申込締切　2月25日（水）　必着
申込方法　下記の受付先へ履歴書を提出
試験日・場所　申込者に別途通知
試験方法　適性検査、面接試験
※他の職種との併願による受験申し込みはできま
せん。それぞれに受験資格がありますので、市ホーム
ページをご覧になるか、お問い合わせください。

市嘱託職員募集 4月1日付採用

　空気が乾燥し火災の起こりやすい季節です。
火の取り扱いに十分注意して火災のない明るい
まちにしましょう。
住宅防火 いのちを守る 7つのポイント
3つの習慣
　○ 寝たばこは、絶対にしない。
　○ �ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

で使用する。
　○ �ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず

火を消す。
4つの対策
　○ �逃げ遅れを防ぐために、住宅用

火災警報器を設置する。

　○ �寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎品を使用する。

　○ �火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する。

　○ ��お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

春季全国火災予防運動（3月1日～7日）
～統一標語「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」～

消防写生大会優秀作品の展示会
　迫力ある消防車やかわいい救急車など、子ども
たちの力作ばかりです。ぜひ、ご覧ください。
と　き　2月19日（木）～ 26日（木）
ところ　アクティブライフ井原　

任　期　平成27年4月1日～ 30年3月31日（3年間）
資　格
　�市内に住所を有する40歳以上（平成27年4月1日現在）

の人
募集人数　2人
応募締切　3月13日（金）　※消印有効です。
応�募方法
　地域包括支援センターに備え付けの申込書に作文

（800字以内）を添えて提出（郵送可）
作文のテーマ　「高齢者が生きがいをもって暮らせる
　地域づくりについて」

地域包括支援センター運営協議会委員募集 

問消防本部予防課（☎�9402）

「ふるさと納税」 ありがとうございました
～平成26年中、合計64人（67件）で332万5千円 納税いただきました～

　平成26年中に下記の皆さまから、ふるさと納税
をしていただきました。ありがとうございました。
　また、平成25年中のふるさと納税により、市内
の小中学校で使用するクラリネット、オルガン、
糸のこなどを購入しました。

　今後もふるさと納税を財源に
し、本市の未来を担う子どもたち
を健やかに育むための諸事業を
実施してまいります。

影山 栄子 様　（千葉県）、佐藤 　徹 様　（東京都）
都志 善史 様　（東京都）、原田 寛雄 様　（広島県）
池田 　進 様　（兵庫県）、藤井 聖三 様　（東京都）
藤井 尚良 様　（千葉県）、三宅 住二 様　（広島県）
長川 純士 様　（千葉県）、渡辺    功 様　（東京都）
三宅 尋偉 様　（東京都）、三村 優樹 様　（北海道）
佐藤 隆之 様　（大阪府）、猪原 茂基 様　（愛知県）
下境 宏保 様　（愛知県）、上田 昌史 様　（愛知県）
上田 いせの 様（愛知県）、岡藤 純一 様　（大阪府）

三原 高明 様　（広島県）、藤井 和貴 様　（千葉県）
平木 靖成 様　（埼玉県）、佐藤 恵子 様　（岡山県）
藤井 節夫 様　（千葉県）、大山 吉弘 様　（東京都）
藤原 盛秀 様　（東京都）、河内 八重子 様（東京都）
千原 三枝子 様（兵庫県）、井上 數馬 様　（岡山県）
藤代 睦夫 様（神奈川県）、山岡 靖治 様　（千葉県）

�� 頼藤 貴志 様　（岡山県）、宮原 大三 様　（茨城県）
宮原 清自 様　（大阪府） 　  　  　　    　　　【納税順】

　ほか、匿名31人

▲クラリネット
（高屋中学校）

問3階、定住促進課（☎�9521）

受付、問い合わせ先
　2階、地域包括支援センター

　（☎�9552/〒715-8601 井原町311番地1）

受付、問い合わせ先
　3階、総務課
　（☎�1459/〒715-8601 井原町311番地1）



食べて　動いて　よく寝よう!

電子メディア（スマートフォン・携帯電話・
テレビゲーム、テレビ）の使用について考えよう

いばらっ子生活リズム向上プロジェクト

家庭でのルールを作ってみましょう。

○午後９時以降は、電子メディアを保護者が預かる。
○電子メディアの使用時間を設定する。
　・未 就 学 児：１時間以内（ゲームは30分まで）
　・小学生以降：2時間以内

（ゲーム、インターネットは30分まで）

○使用内容を確認する。
　・�フィルタリング対策や、保護者による定期的な
チェックは必ず行う。

○�電子メディアの時間を減らしてできた余暇時間の
過ごし方を相談する。
　�・�親子で会話・読書、早めの就寝、朝の運動（親子
ふれあい体操）など

　子どもたちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和のとれた食事、十分な休養・睡眠が大切です。
　本市では、平成25年度から、基本的生活習慣の定着・生活リズムの向上と改善に取り組み、子どもの意欲や学力・
体力の向上、情緒の安定を図ることを目的とした「いばらっ子生活リズム向上プロジェクト」を実施しています。
　今回は、電子メディアの使用を中心に、市内、小・中・高校生の利用状況や対策についてお知らせします。

問生涯学習課（☎�3347）
　学校教育課（☎�9532）

よりよい睡眠のためには「就寝前１時間の過ごし方」が重要です
就寝前の「電子メディアの光の刺激」や「体温を上げるような運動」が睡眠を妨げます

すぽっち▼

ぱくどん▼

電子メディアの種類 小学生 中学生 高校生
テレビ・ビデオ 1時間51分 2時間18分 1時間29分

ｹﾞｰﾑ・ﾊﾟｿｺﾝ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 48分 1時間32分 46分
携帯電話・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 2分 41分 55分

合　計 2時間41分 4時間31分 3時間10分
家庭学習 49分 1時間16分 1時間24分

１　いばらっ子の電子メディアの使用状況と学習時間

●室内で過ごすため、外遊びなど運動する機会が減ることで体力が低下する。
●画面から放射される光の刺激で、覚醒を助長し、夜更かしの原因になる。
●ゲームは過激な興奮と緊張を与え、極度の心身の疲労をもたらす危険性がある。
●依存性があるため、没頭するあまり、家庭学習時間が短くなる。

２　電子メディアが子どもに及ぼす影響

【傾向】　
　保護者が子どもに対し、手ごろな
携帯電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝを早期から使わ
せる傾向があります。
　高学年になると、半数以上が携帯
電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝを使用するように
なっています。

　十分な睡眠が、活力を生み出し、食欲の増進・やる気のアップ・学力向上
につながります。
　　保護者の皆さん、大人の生活を優先し、子どもの生活リズムを乱していませんか。大人も自らの生活を振り
返り、問題解決のため、できることから始めましょう。

ぐっすりん▼

（平成26年5月調査）
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す
く
す
く

子育てページ

わがやの
げんきっこ

清
し み ず

水 太
たいせい

惺ちゃん
（平成26年1月3日生）

【高屋町】

父：晃祈さん、母：祐見さん
からのメッセージ

「太ちゃん、いつもかわいい笑顔をありが
とう!!これからもすくすくおおきくなろうね」

井原児童会館� （☎� 8117）
井原市子育て支援センター� （☎� 4970）
木之子児童会館� （☎� 4404）
いずえ子育て支援センター� （☎� 1006）
高屋児童会館� （☎� 3760）
たかや子育て支援センター� （☎� 0102）
つどいの広場� （☎� 7708）
芳井児童会館� （☎� 1312）３月

と き 内 容 ところ 主 催
3日㈫ 10時～ ひなまつりを楽しもう！ 井原児童会館 井原市子育て

支援センター

5日㈭ 14時～ おやつを食べながらお話しましょ！
～おやつ体験（無料）～ 高屋南保育園

たかや子育て
支援センター

6日㈮ 10時～ 講習「絵本の読み聞かせ」 井原保健センター
2階談話室 つどいの広場

11日㈬ 10時30分～ おたのしみ会☆ 井原児童会館 井原児童会館

12日㈭ 10時～ あそびのポケット４
～作ってあそぼう! ～ 高屋南保育園 たかや子育て

支援センター

13日㈮ 10時～ 1年間ありがとう♪ 出部保育園 いずえ子育て
支援センター

16日㈪ 13時30分～ おひさまバースデー つどいの広場 つどいの広場

17日㈫ 10時30分～ おたのしみ会☆ 高屋児童会館 高屋児童会館

18日㈬ 10時～
大きくなったね♡

1年間ありがとう! 西江原公民館 井原市子育て
支援センター

みんなで　おにごっこ☆ 高屋南保育園 たかや子育て
支援センター

19日㈭ 10時30分～ おたのしみ会☆ 木之子児童会館 木之子児童会館

20日㈮ 10時30分～ おたのしみ会☆ 芳井児童会館 芳井児童会館

24日㈫ 10時～ みんなで　おにごっこ☆ 高屋南保育園 たかや子育て
支援センター

原
は ら だ

田 陸
り く

生ちゃん
（平成25年10月12日生）

【下出部町】

父：久史さん、母：靖子さん
からのメッセージ

「生れてきてくれてありがとう。
りっくんの笑顔、大好きだよ☆」

　寒い日が続き、室内で過ごす時間が多くなっていませんか。同じ
遊びが続くと、乳幼児はどうしても飽きてしまうものです。室内で
遊べる「段ボール箱遊び」はいかがでしょうか。
　子どもは、狭い空間が大好きなので、這い這いで入ったり、
かくれんぼをしたり、ごっこ遊びも基地遊びも楽しめます。

問つどいの広場（☎�7708）

～簡単にできる乳幼児の手作りおもちゃ～
段ボール箱で遊ぼう！

遊びのポイント
①段ボールの大きさ
　�段ボール箱の大きさは、子どもが中で座れる高さ

があり、這い這いで方向転換ができることが目安。

②窓を開ける
　�窓を段ボール箱の三方向（天井と対面）に
　開けると中が明るくなり、外の様子が見える
　ので安心します。

③イラストを貼ってアレンジする
　�箱に子どもの好きなイラストを描いたり、
　貼ったりしてもよいでしょう。

�※子どもの興味に応じて工夫してあげましょう。自分の好きな
おもちゃを入れると、さらに遊びが広がりますよ。

   平成27年2月（10）
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健康ページ

わらって
げんきアップ

藤
ふ じ い

井 圭
け い こ

子さん
【芳井町】

　介護予防にいつも心掛けています。
足の筋力を付ける運動や、口の中を
清潔に保って健康な歯で食事をすると、
元気になりますよ。いつまでも、家族
の手を煩わさないようにしたいです。

（元気ばんざい！楽々講座にて）

問地域包括支援センター（☎�9552）

認知症は早期発見が大切!!

　超高齢化社会の到来に伴い、認知症患者の数も年々増加しています。
　現在、65歳以上の15％が認知症であると言われ、その数字を本市に
換算すると約2100人の認知症の人がいると推計されています。
　認知症が疑われるサインに気付いたら、専門医療機関や、かかり
つけ医に相談することをお勧めします。
　本人が受診を強く拒否するなど、家族での対応が困難な場合は、
地域包括支援センターにご相談ください。

認知症は誰もがかかる
可能性のある脳の病気です。

認知症が疑われるサイン
□　直前にしたことや話したことを忘れてしまうようになった。
□　つじつまの合わない作り話をするようになった。
□　今までできた家事、計算、運転などのミスが多くなった。
□　日付や時間を間違えたり、慣れた道で迷うようになった。
□　��財布が見当たらないときなど、盗まれたと人を
　　疑うようになった。

早期発見できたら…
○　�早く内服を開始することで、進行を遅らせることができ、
健康に過ごせる時間を長くすることができます。

○　�本人と家族が認知症の症状を理解することで、適切に対応
することができます。

○　本人と家族が将来のことをゆっくり考えることができます。

◆対　象　�市内の各種団体（サロン、老人クラブ、自治会、民生
委員など）、市内の各種企業（金融機関、宅配業、

　　　　　コンビニエンスストアなど）
◆内　容　�認知症の症状、接し方などに関する講話、寸劇、

DVD、グループワークなど （１講座１時間～）
◆会　場　受講団体で手配してください。
◆受講料　無料

� 　認知症を正しく理解するために
「認知症サポーター養成講座」を受けましょう

�※受講者には、認知症サポーターの証である
「オレンジリング」を贈呈します。

　認知症の人やその家族が安心して、穏やかに暮らすためには
地域の支え合いが必要です。市では、認知症の人やその家族を
見守る「認知症サポーター」を養成しています。

オレンジリング

三
み や け

宅 幸
ゆきひろ

浩さん
【西江原町】

　健康のために、市内のマラソン大会
には、できる限り参加するようにし
ています。景色を見ながら走ると、
心身ともにリフレッシュできます。次
は井原マラソンに向けて頑張ります。

（星の郷ふれあい健康マラソンにて）

（11） 　　　　　　　  平成27年2月



1/25 �晴れの国岡山	
駅伝競走大会

今
月
の
笑
顔

市民の 
 ひ ろ ば

  このページでは、
皆さまから寄せられた作品を
紹介します。

1/25 �まなびフェスタ	
inいばら

1/17 �人権が尊重される
まちづくりの集い

   平成27年2月（14）
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真
つ
赤
な
る
こ
そ 

初
々
し
け
れ

雛ひ
な
も
と元 

慶け
い
こ子
さ
ん　
（
芳
井
町
）

俳　
句春

待
つ
子 

夢
の
溢
る
る 

ラ
ン
ド
セ
ル

片か
た
や
ま山 

照て
る
こ子
さ
ん（
西
江
原
町
）

折
おりはし
橋 照

てる み
美さん （井原町）

大好きなチューリップをアップリケ
にして、タペストリーにしました。

『鬱
うっこんか
金花』

パッチワーク

山
やまもと
本 浩

こうぞう
造さん （美星町）

『秋の松山城』 写真

今は「霧の松山城」として有名になり
ましたが、紅葉も奇麗です。

宮
みやなが
永 廣

ひろ し
志さん （井原町）

『大山』 写真

大山では有名な冬の撮影ポイントです。
青空とのコントラストが印象的でした。

佐
さと う
藤 政

まさ え
惠さん （西方町）

大きな作品が作りたくて、お花が
いっぱいのマットを作りました。

『憩い』
パッチワーク

鈴
すず き
木 千

ち え
惠さん （井原町）

『寒椿』 水彩画

新春の椿の紅色がとても奇麗で
描きました。

岡
おかざき
﨑 朋

とも こ
子さん （井原町）

『柿』 水彩画

仕事でなかなか時間が取れませんが、
筆を持つと楽しくて無心になれます。

等と
う
よ
う楊
の 

墨
絵
の
釈
迦
を 

見
て
飽
き
ず

　
　
　
　

 　

前
に
て
餅
食
う 

２
０
１
５
年
冬

青あ
お
き木 

美み

よ

こ
代
子
さ
ん（
高
屋
町
）
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　子ども医療費助成制度とは、市内に住民登録が
ある中学3年生修了時（満15歳に達する日以後の
最初の3月31日）までの子どもが医療機関で受診した
ときに、保険診療の自己負担分を助成するものです。
※生活保護受給者など健康保険の適用のない場合
は対象になりません。

●受給資格者証の交付申請をするとき
 ・� � 子どもが生まれたとき
 ・� � � �転入したとき
必要書類　印鑑、子どもの保険証
●届け出が必要なとき
 ・� �住所、氏名および加入している健康保険に変更

があったとき
 ・� �交通事故などが原因で負傷し、受給資格者証を

使って受診したとき
●医療費助成を受ける方法
  

　�※県外の医療機関では受給資格者証は使用でき
ません。

　�※「子ども医療費給付申請書」は子育て支援課、
各支所にあります。

　�※払戻しの申請は受診日から1年以内にしてく
ださい。

　�※入院などで医療費が高額になり、高額療養費・
附加給付に該当する場合は、先に加入している
健康保険の保険者への請求が必要です。

子ども医療費助成制度 
～中学生以下の子どもの医療費を助成しています～

問1階、子育て支援課（☎�9517）
芳井振興課（☎�0110）
美星振興課（☎�3112）

�県内の医療機関で、受給資格者証と健康保険証を
窓口に提示して受診した場合

�・ 県外の医療機関で受診した場合
・ �県内の医療機関で受診し、受給資格者証と健康

保険証を窓口に提示しなかった場合

情報のひろば

問1階、協働推進課（☎�9508）

市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

　臨時職員の登録制度とは、市で臨時
職員として働くことを希望する人に、
あらかじめ登録をしていただき、臨時
または緊急の業務が生じ、臨時職員が
必要となった場合に、登録者の中から
選考し、採用する制度です。
　登録を希望する人は、履歴書を総務課
まで提出してください。
　なお、登録しても必ず
採用されるとは限りません
ので、ご了承ください。

臨時職員登録制度
～登録者の中から採用します～

自主防災組織を支援します
～設立や活動に補助金を交付します～

　市では、自主防災組織の設立
や活動を支援するため、自主
防災組織や新たに組織を作る
自治連合会、地域団体などに
補助金を交付します。

●補助対象
①�防災に関する知識の普及

啓発を図る事業
②防災研修会事業
③�地域内のハザードマップを

作成・配布する事業
④防災訓練を実施する事業
⑤�防災にかかる資機材を整備

する事業

⑥�防災活動のリーダーを養成
するための事業
●補助率　対象経費の8/10
●補助金額
　�50万円以下（1,000円未満

端数切り捨て）
●申請方法
　�所定の様式に記入の上、協働

推進課へ提出
※添付書類として、自主防災
組織の規約などが必要となり
ます。
※詳しいことは下記へお問い
合わせください。

 問3階、�総務課（☎�1459）

� 原則、医療費（保険診療分）の自己負担なし

①医療機関の窓口でいったん料金を支払い
②�「子ども医療費給付申請書」に記入押印の上、　

医療機関の証明を受けるか領収書を添付して
子育て支援課、各支所へ申請

③後日、指定の口座へ振り込み
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国民年金保険料の納付は
便利でおトクな口座振替で　

　国民年金保険料の納付は、支払い
の手間や時間が省ける「口座振替」が
便利です。また、口座振替で保険料
をまとめて前納した場合、おトク
な割引料金が設定されています。
※前納の単位は半年・1年・2年を選択できます。
口座振替の申込方法
　�金融機関窓口に備え付けの「口座振替申出書」

に記入・押印の上、提出
※基礎年金番号と金融機関届け出印が必要です。
申込締切日
　�前納（4月からの半年・1年・2年分）の申し込みは

3月2日（月）まで
※手続きに時間を要する場合がありますので、
お早めに申し込みください。

※すでに口座振替で前納している人は、再度申し
込む必要はありません。
※�前納の口座振替日は、4月30日（木）です。
※一部納付（半額免除など）の口座振替は毎月納付

（割引なし）となります。
※この他に、早割制度（当月保険料の当月末振替）
もあります。

問1階、市民課（☎�9514）
　芳井振興課（☎�0110）、美星振興課（☎�3112）
　倉敷西年金事務所（☎086-523-6393）

あなたの年金記録　もう一度、ご確認を
　いまだに持ち主が確認できていない記録が
約2050万件残っています。自分の年金記録に

「もれ」や「誤り」があるのではと心配のある人は
ご相談ください。
問ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

（☎0570-058-555）

　

平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら

21
年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生

さ
れ
た
お
子
さ
ま
の
就
学
通
知
書

を
1
月
末
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
該
当
の
人
で
、
ま
だ
通
知
書
が

届
い
て
い
な
い
人
は
、
至
急

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
4
階
、
学
校
教
育
課

（
☎
�
９
５
３
２
）

　
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

申
請
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

補�

助
対
象　
平
成
27
年
度
中
に

　

�

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外

の
専
用
住
宅
に
10
人
槽
以
下

の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合

お
知
ら
せ

補�

助
限
度
額　

 

・ 

5
人
槽　
33
万
2
千
円

 

・ 

7
人
槽　
41
万
4
千
円

 

・ 

10
人
槽　
54
万
8
千
円

※
助
成
件
数
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課（
☎
�
０
１
７
６
）

　
平
成
27
年
4
月
1
日
よ
り
、

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
ポ
イ
ン
ト

 

・ �

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正

な
待
遇
の
確
保
、
納
得
性
を

高
め
る
た
め
の
措
置

 

・ �

改
正
の
実
効
性
を
高
め
る
規
定

の
新
設

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.m
hlw

.
go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000060383.
htm

l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
０
８
６・２
２
４・７
６
３
９
）

岡山県特定最低賃金 時間額
耐火物製造業 842円
鉄鋼業 858円
一般機械器具等製造業 835円
電気機械器具等製造業 771円
自動車・同附属品製造業 823円
船舶製造・修理業、舶用機関製造業 853円
各種商品小売業 778円

問岡山労働局賃金室（☎086-225-2014）

地上1m
単位：μsv/h

（マイクロシーベルト/時間）
測定日：2月2日
測
定
値

市役所 0.072
芳井支所 0.054
美星支所 0.070

＜参考＞
県のモニタリングポスト
での過去の平常値
0.043～0.104μsv/h
問�2階、環境課

（☎�9515）

大気中の放射線量の測定結果

小
学
校
の
就
学
通
知
書
は

届
き
ま
し
た
か

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

事
業
補
助
金

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
の
施
行
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あ
な
た
も
出
演
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　
き　
4
月
12
日（
日
）

と
こ
ろ　
市
民
会
館

演　
目　
舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
、

　

�

三
曲
、
傘
踊
り
な
ど

※
1
団
体
10
分
以
内
ま
た
は

1
曲
ま
で
で
す
。

対　
象

　

�

市
内
在
住
、通
勤
、通
学
ま
た
は

市
文
化
協
会
会
員
の
人

申
込
締
切

　

3
月
2
日（
月
）　
17
時

申
込・問
い
合
わ
せ
先

市
民
会
館（
☎
�
３
３
１
３
）

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
絵
本

を
贈
り
、
絵
本
を
介
し
て
温
か

く
て
楽
し
い
時
間
を
つ
く
る
こ
と

を
応
援
す
る
運
動
で
す
。市
で
は
、

「
4
か
月
児
健
康
診
査
」に
合
わ

せ
て
行
っ
て
お
り
、お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募

集

■入居期日　4月1日（水）　■申込締切　3月3日（火）
※申し込みに必要な書類がありますので、早めにお問い合わせください。

問２階、都市建設課（☎�9527）

公 営 住 宅
入居者募集
情　　報

住　宅　名 構　造 その他 戸数
一般住宅（家賃は入居される世帯の収入や住宅の条件によって設定されます）

祝部（東江原町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身可） 4戸
西方（西方町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身不可） 4戸
匠（下稲木町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身不可） 6戸
青野寿恵宗（青野町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 2戸
野上（野上町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 1戸
細見（野上町） 木造・平屋建 3LDK（単身不可） 2戸
日南（芳井町上鴫） コンクリートブロック造・平屋建 3DK（単身不可） 2戸
種（芳井町種） コンクリートパネル造・2階建 3DK（単身不可） 1戸
美星①（美星町星田） コンクリートブロック造・平屋建 3DK（単身可） 1戸
美星②（美星町星田） コンクリートブロック造・平屋建 3DK（単身不可） 1戸
熊石田Ⅱ（美星町星田） 木造・平屋建 3DK（単身不可） 2戸
熊石田Ⅲ（美星町星田） 木造・2階建 3LDK（単身不可） 1戸

身体障害者用車いす仕様住宅（家賃は入居される世帯の収入や住宅の条件によって設定されます）
折口（大江町） コンクリートブロック造・平屋建 2DK（単身可） 2戸
夏目（井原町） コンクリートブロック造・平屋建 2DK（単身可） 2戸
西方（西方町） 鉄筋コンクリート造・4階建 3DK（単身不可） 1戸

単市・特定公共賃貸住宅（家賃定額）
リビエールたかや（高屋町） 鉄筋コンクリート造・3階建 1K（単身者用）、月額：30,000円 3戸
よしいハイツ（芳井町宇戸川） 鉄筋コンクリート造・3階建 3LDK（単身不可）、月額：38,000円 1戸
熊石田Ⅱ（美星町星田） 木造・平屋建 3LDK（単身不可）、月額：42,000円 1戸
熊石田Ⅲ（美星町星田） 木造・2階建 3LDK（単身不可）、月額：47,000円 1戸

対　
象　

 

・ �

読
み
聞
か
せ
経
験
者
ま
た
は

意
欲
の
あ
る
人

 

・ �

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

経
験
者

※
事
前
研
修（
1
回
）へ
の
参
加

が
必
要
で
す
。

募
集
人
数　
15
人
程
度

申
込
締
切　
2
月
28
日（
土
）

申�

込
方
法

　
�

所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入

の
上
、
提
出

●
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

井
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う

2
歳
児
健
康
診
査
で
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
親
子
で
絵
本
を

読
む
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　

 

・ �

読
み
聞
か
せ
経
験
者
ま
た
は

意
欲
の
あ
る
人

※
事
前
研
修（
1
回
）へ
の
参
加

が
必
要
で
す
。

募
集
人
数　
15
人
程
度

申
込
締
切　
2
月
28
日（
土
）

申�

込
方
法　
　
　
　
　
　
　
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
提
出

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
井
原
図
書
館（
☎
�
０
８
２
２
）

市
民
芸
能
祭
出
演
者

情報のひろば市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
規
登
録
者
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シ
ャ
ク
ヤ
ク（
薬
草
）

栽
培
農
業
者

募
集
人
数　
15
人
程
度

申
込
締
切　
3
月
31
日（
火
）

申
込
方
法　
入
塾
申
込
書
を
提
出

※
入
塾
申
込
書
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
も
も
た
ろ
う
未
来
塾
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選�

考
方
法　
提
出
書
類
お
よ
び

面
接
に
よ
る
選
考

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
�

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生
活

交
通
課
県
民
協
働
推
進
班

（
☎
０
８
６・２
２
６・７
２
８
７
）

　

県
で
は
、町
内
会
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
企
業
、行
政
な
ど
の
多
様

な
主
体
が
協
働
し
て
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

補�

助
対
象
事
業　
多
様
な
主
体

が
協
働
し
て
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
事
業

補�

助
概
要

 

・ �

対
象
経
費　
賃
金
、
報
償
費
、

旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、

委
託
料
、
使
用
料
、
賃
借
料

な
ど
の
う
ち
、
県
が
必
要
を

認
め
る
経
費

 

・ �

補
助
率　
10
分
の
10
以
内

 

・ �

補
助
上
限
額　
２
０
０
万
円

応
募
期
間　
2
月
25
日（
水
）～

3
月
31
日（
火
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

�

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生
活

交
通
課
県
民
協
働
推
進
班

（
☎
０
８
６・２
２
６・７
２
８
７
）

オ
ー
ル
ド・デ
ィ
ズ
ニ
ー

メ
ド
レ
ー
in
い
ば
ら

と　
き　
2
月
28
日（
土
）

　
10
時
～
18
時

と
こ
ろ

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内　
容　

　

�

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
名
作
映
画
を
、

一
挙
大
公
開
。
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
、

シ
ン
デ
レ
ラ
、
バ
ン
ビ
な
ど
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
傑
作
が
、
次
々
と
ス
ク
リ
ー
ン

に
蘇
り
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
料　
無
料

問�

生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

参
加
料　
無
料

問�

美
星
天
文
台（
☎
�
４
２
２
２
）

加か

が

お
賀
尾 

秀し
ゅ
う
に
ん忍 

絵
画
展

ー
絵
筆
に
込
め
た
想
い
ー

　
戦
後
、フ
ィ
リ
ピ
ン
国
モ
ン
テ
ン

ル
パ
で
１
０
８
人
の
旧
日
本
兵
の

命
を
救
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、

荏
原
地
区
の
宝
蔵
院
元
住
職・

加
賀
尾 

秀
忍
。
こ
の
た
び
は
絶
品

と
称
賛
さ
れ
る「
モ
ン
テ
ン
ル
パ

画
帖
」や
絵
画
を
中
心
に
展
示

し
、
そ
の
生
涯
と
功
績
を
振
り

返
り
ま
す
。

と　
き　
2
月
21
日（
土
）～

3
月
29
日（
日
）

9
時
～
16
時
30
分

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

と
こ
ろ　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

入
館
料　
無
料

問�

文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

（
☎
�
３
１
４
４
）

●「
ザ・シ
テ
ィ
ー・ダ
ー
ク
」

上
映
会

と　
き　
3
月
1
日（
日
）

14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内�　
容　

　

�

都
市
の
光
害
が
も
た
ら
す
星
空

や
動
物
へ
の
悪
影
響
を
語
り
か

け
る
、
ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
た

ド
キュメ
ン
タ
リ
ー
映
画

入
場
料　
無
料

●
市
民
無
料
公
開
日

と　
き　
3
月
6
日（
金
）

9
時
30
分
～
16
時
お
よ
び

18
時
～
22
時

と
こ
ろ　
美
星
天
文
台

内　
容　
職
員
に
よ
る
施
設
の 

　

�

案
内（
午
後
か
ら
）や
、夜
間
は

晴
れ
て
い
れ
ば
１
０
１
㎝
望
遠

鏡
で
木
星
な
ど
の
観
察

●
星
空
公
園
観
望
会

と　
き　
3
月
25
日（
水
）

19
時
～
20
時

※
雨
や
曇
り
の
場
合
は
中
止
で
す
。

と
こ
ろ　
星
空
公
園

内�　
容　

　
�

星
空
公
園
の
60
㎝
反
射
望
遠
鏡

で
月
や
木
星
な
ど
の
観
察

　
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、

市
内
で
シ
ャ
ク
ヤ
ク（
薬
草
）を

栽
培
す
る
農
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
込
締
切　
4
月
30
日（
木
）

申�

込
方
法　
農
林
課
、
各
支
所

な
ど
に
備
え
付
け
の
説
明
書

を
ご
確
認
の
上
、
期
日
ま
で

に
申
込
書
を
提
出

問
井
原
市
農
業
委
員
会

（
☎
�
９
５
２
２
）

　

県
で
は
、こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
に
幅
広
く
挑
戦
し
て

い
く
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

「
も
も
た
ろ
う
未
来
塾
」の
塾
生

を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　

 

・ �

県
内
在
住
で
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
づ
く
り
に

幅
広
く
挑
戦
す
る
意
欲
の

あ
る
人

 

・ �

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
、

25
歳
～
39
歳
の
人（
大
学
生

は
18
歳
以
上
の
人
）

も
も
た
ろ
う
未
来
塾
塾
生

多
様
な
主
体
の
協
働

に
よ
る
地
域
支
援
事
業

美
星
天
文
台

ベ
ン
ト

イ

文
化
財
セ
ン
タ
ー

冬
季
企
画
展

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
映
画
上
映
会

▲秀忍さんが描いた
スケッチ
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ゆ
か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト

　
歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
ピ
エ
ロ
と

マ
ジ
シ
ャ
ン
が
、
楽
し
く
て

ゆ
か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
繰
り

広
げ
ま
す
。

と　
き　
3
月
7
日（
土
）

　
11
時
～
12
時

と
こ
ろ

　
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館

参
加
料　
無
料

問�

い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館

（
☎
�
６
１
０
０
）

　

井
原
歯
科
医
師
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

大
規
模
災
害
時
で
身
元
の
判
明

に
役
立
っ
た「
歯
型
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
」を
進
め
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
の
記
録

が
消
失
し
て
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
し
て
お
け
ば
迅
速
に

身
元
の
確
認
が
行
え
ま
す
。

と　
き　
3
月
15
日（
日
）

　
10
時
～
13
時

と
こ
ろ　
井
原
保
健
セ
ン
タ
ー

内　
容　

　

�

口
腔
内
の
状
況
を
目
視
、記
録

※
実
際
に
歯
型
は
採
り
ま
せ
ん
。

参
加
料　
無
料

※
丁
寧
に
歯
磨
き
を
し
て
、
お
使
い

の
義
歯
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
井
原
歯
科
医
師
会
の
各
歯
科

医
院
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

問�

岡
山
県
歯
科
医
師
会

（
☎
０
８
６・２
２
４・１
２
５
５
）

　
健
康
医
療
課（
☎
�
８
２
２
４
）

と　
き・と
こ
ろ

　
3
月
14
日（
土
）

　
① 

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
時
～
11
時
35
分

　
② 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

13
時
30
分
～
15
時
50
分

内　
容　

　
①「
青
い
山
脈
」

　

�

石い
し
は
ら原

洋よ
う
じ
ろ
う

次
郎
文
学
の
大
ヒッ
ト

作「
青
い
山
脈
」を
映
像
化
し
、

昭
和
の
名
女
優
原は

ら

節せ
つ
こ子

が
、

主
演
を
務
め
た
傑
作
。（
出
演

／
原 

節
子
、池い

け
べ部 

良り
ょ
うほ

か
）

　
②「
東
京
物
語
」

　

�

小お

づ津
安や

す
じ
ろ
う

二
郎
監
督
と
原
節
子

の
歴
史
的
名
コ
ン
ビ
が
世
に

送
り
出
し
た
、
日
本
映
画
を

代
表
す
る
名
作
で
す
。（
出
演

／
笠
り
ゅ
う 

智ち
し
ゅ
う衆
、東
ひ
が
し
や
ま山 

千ち

え

こ

栄
子
、

原 

節
子
ほ
か
）

入
場
料　
無
料

問�

生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

と　
き　
3
月
6
日（
金
）

13
時
30
分
～
17
時

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内�

　
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
1
部「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

始
め
る
前
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
」

　

�

第
2
部「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

開
設
後
に
行
う
、
売
上
に

繋
が
る
実
践
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

　

�

講
師　
中
小
機
構
販
路
開
拓  

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
中な

か
の野 

雅ま
さ
き
み公 

氏

定　
員　
30
人

参
加
料　
無
料

※「
井
原
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
販
売
促
進
事
業
補
助
金
」

の
交
付
を
受
け
た
い
人
は
必
ず

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

込・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

商
工
観
光
課（
☎
�
８
８
５
０
）

商
工
会
議
所（
☎
�
０
４
２
０
）

備
中
西
商
工
会

（
☎
�
０
２
４
７
）

三
世
代
交
流
事
業

デ
ジ
カ
メ・写
真
講
座

と　
き　

　
3
月
18
日（
水
）、
20
日（
金
）

　
　
　
25
日（
水
）、
27
日（
金
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内�　
容  

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

写
真
を
パ
ソ
コ
ン
で
加
工

対　
象　
文
字
入
力
が
で
き
る
人

募
集
人
数　
17
人（
先
着
順
）

参
加
料　

　

�

２
，０
０
０
円（
ま
な
び
め
い
と

会
員
１
，８
０
０
円
）、
別
に

テ
キ
ス
ト
代
5
０
０
円
程
度

持
参
品　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

　

�

パ
ソ
コ
ン
へ
の
接
続
機
器

（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
）

申
込
締
切　
3
月
8
日（
日
）

申
込
方
法　
は
が
き
に
講
座
名
、

　

�

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

申
し
込
み
先　
　
　
　
　
　
　

　
生
涯
学
習
課
内　
　
　
　
　

　
ま
な
び
め
い
と
事
務
局

　

�

〒
７
１
５・０
０
１
４

　
七
日
市
町
12
番
地
1

生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

情報のひろば

座

教
室

講

ま
な
び
め
い
と

パ
ソ
コ
ン
講
座
⑤

家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

優
秀
映
画
鑑
賞
会

　郷土の偉人　馬越恭平翁の生涯やその人
となりについてわかりやすく紹介します。
と　き　�3月15日（日）　　　　　　　　　　　

14時30分～17時（開場14時）
ところ　アクティブライフ井原　メルヘンホール
内　容　「馬越恭平翁の足跡をたどる」
　　　　「負けず嫌いのキョウサン
　　　　　　　～ビール人生山あり谷あり～」
　講師　講談師 宝

たからい
井 琴

きんばい
梅 氏

　　　　ヱビスビール記念館 館長 端
は し だ

田 晶
あきら

 氏
入場料　無料　※整理券が必要です。
整理券配布場所　文化課、アクティブライフ井原、
　芳井生涯学習センター、美星公民館、文化財
　センター「古代まほろば館」

馬
うまこしきょうへいおう

越恭平翁生誕
170周年文化講演会60井原市文化協会

周年記念事業

祝

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
入
門
編・実
践
編
）

市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111

問�文化課内文化協会事務局（☎�9541）
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谷本建設株式会社
井原市笹賀町 1593-2

暮らしをサポート

新築・リフォーム
下水道工事

のご相談は

TEL67-0484スガナミ楽器 井原センター
0866-62-5098

★春のワクワク体験レッスン実施中!!

ヤマハ音楽教室・英語教室
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エ
ク
セ
ル
2
日
間
コ
ー
ス

と　
き

 

3
月
8
日（
日
）、
15
日（
日
）

　
い
ず
れ
も
9
時
～
15
時

と
こ
ろ

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
象　

�

　

�

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
文
字
入
力
の
で
き
る
人

※
2
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人

に
限
り
ま
す
。

募
集
人
数　
約
10
人（
先
着
順
）

受
講
料　

 

１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

�

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
� 

１
７
０
１
）、

メ
ー
ル（y-shogai@

city.
ibara.okayam

a.jp)

で

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
み

問�

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
７
０
０
）

●
文
化
財
め
ぐ
り

荏
原
か
ら
み
る
中
世
と
近
世

と　
き　
2
月
28
日（
土
）

10
時
～
12
時

と�

こ
ろ　

井
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
集
合

内�　
容　
荏
原
地
区
の
宝
蔵
院

と
大
月
お
源げ

ん
さ
ん
の
生
家
を

見
学
し
、
神
代
村
絵
図
か
ら

昔
の
村
の
景
観
を
探
る

募
集
人
数　
20
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

申
込
締
切　
2
月
27
日（
金
）

●
古
文
書
講
座

と　
き　
3
月
14
日（
土
）

10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

内��　
容　

　
講
演�「
池
田
綱
政
判は
ん
も
つ物
か
ら

　
見
た
閑
谷
学
校
の
成
立
」

　
講
師　
県
教
育
庁
文
化
財
課 

横よ
こ
や
ま山 

定さ
だ
む 

氏

募
集
人
数　
30
人（
先
着
順
）

申
込
締
切　
3
月
13
日（
金
）

申�

込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
３
１
４
８
）、

　

�

ま
た
は
メ
ー
ル（m

ahoroba@

　

city.ibara.okayam
a.jp)

で

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

※
受
講
料
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

問�

文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

（
☎
�
3
１
４
４
）

   

日
頃
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
の

教
室
で
す
。

　
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
3
月
14
日（
土
）

　
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住・通
勤
の
人

募
集
人
数　
50
人（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
締
切　
3
月
11
日（
水
）

申�

込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
�
８
２
４
９
）で
健
康
医
療
課

へ
申
し
込
み

※
治
療
中
の
人
は
主
治
医
に
相
談

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
医
療
課（
☎
�
８
２
２
４
）

と　
き

 

・ 

3
月
3
日（
火
）

13
時
～
15
時
30
分

 

・ 

3
月
11
日（
水
）、　
17
日（
火
）

　
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
井
原
保
健
セ
ン
タ
ー

内　
容

　

�

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
身
長・体
重・

血
圧・腹
囲
）、
講
義
、
運
動

実
技
、
調
理
実
習

糖
尿
病
教
室

文
化
財
セ
ン
タ
ー
講
座

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

糖
尿
病
予
防
教
室

対　
象

 

・ �

市
内
在
住
の
20
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
人

 

・ �

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
人
、

健
診
で
血
糖
値
が
高
め
と
言

わ
れ
た
人
ま
た
は
そ
の
家
族

※
3
回
全
て
参
加
で
き
る
人
に

限
り
ま
す
。

募
集
人
数　
30
人

受
講
料　
無
料

申
込
締
切

　
3
月
2
日（
月
）

申
込
方
法　
健
康
医
療
課
へ
電
話

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
８
２
４
９
）

　
で
申
し
込
み

問
健
康
医
療
課（
☎
�
８
２
２
４
）

と　
き・内　
容

 

・ 

3
月
11
日（
水
）

　
「�

糖
尿
病
と
目
の
病
気
」

 

・ 

3
月
25
日（
水
）

　

�「
糖
尿
病
と
ど
う
向
き
合
う
」

い
ず
れ
も
11
時
～
11
時
30
分

※
糖
尿
病
食
の
試
食（
４
０
０
円
）

を
希
望
さ
れ
る
人
は
2
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

　
市
民
病
院　
玄
関
ロ
ビ
ー

参
加
料   

無
料

問�
市
民
病
院（
☎
�
１
１
３
３
）

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座



井原市井原町3557-29
■本社住所

TEL(0866)62-0712
FAX(0866)62-0302

井原市芳井町宇戸川2030
■処 分 場

TEL(0866)72-1530
FAX(0866)62-5545

藤充建設工業有限
会社

井原市上下水道指定工事店
一般土木・家屋解体工事

井原駅前通り
TEL(0866)62-0556
FAX(0866)62-1588

   平成27年2月（22）

ポ

ー

ツ

ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

４
階
、
ス
ポ
ー
ツ
課

  （
☎
�
９
５
３
３
）

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
１
７
０
０
）

　
Ｂ
＆
Ｇ
美
星
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
６
９
５
）

市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

相

談

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　
１
月
１
日
付
を
も
っ
て
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

 

・ 

井い
の
う
え上 

観か
ん
め
い明 

氏（
再
任
）

と　
き　
3
月
18
日（
水
）

11
時
30
分
～
12
時

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
こ
ろ　

　
市
民
病
院　
玄
関
ロ
ビ
ー

内　
容

　

�「
画
像
で
見
る
呼
吸
器
疾
患

（
新
規
導
入
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ

装
置
の
紹
介
）」

参
加
料　
無
料　

問�

市
民
病
院（
☎
�
１
１
３
３
）

と　
き　
3
月
19
日（
木
）

９
時
～
12
時

と
こ
ろ

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相�

談
内
容　

　

�

い
じ
め
、体
罰
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

児
童
虐
待
、
高
齢
者
虐
待
、

隣
近
所
、名
誉
、差
別
な
ど
の

問
題

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

問
１
階
、
協
働
推
進
課

（
☎
�
９
５
０
８
）

と　
き　
3
月
24
日（
火
）

10
時
～
13
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相�

談
内
容　

　
法
律
、
介
護
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者　

　
弁
護
士
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

申
込
締
切　
3
月
23
日（
月
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
井
笠
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
事
務
局

（
☎
０
８
６・２
２
1・８
５
２
２
）

　
と　
き

　
３
月
15
日（
日
）　
９
時
開
会

と
こ
ろ　
井
原
体
育
館

種　
目

《
個
人
戦
》

●
男
子・女
子
の
部

　

�

小
学
生
の
部
、
中
学
1
年
生

の
部
、
中
学
2
年
生
の
部
、

中
学
3
年
生
～
一
般
の
部

●
生
き
生
き
の
部

　
生
き
生
き
会
員

《
団
体
戦
》

●
男
子・女
子
の
部

　
中
学
１・２
年
生
の
部

　
中
学
３
年
生
～
一
般
の
部

資　
格

　
市
内
在
住・通
勤・通
学
の
人

参
加
料　
（
１
人
）

　
小
学
生　
１
０
０
円

　
中
学
生・生
き
生
き
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

　
高
校
生
以
上　
３
０
０
円

申
込
締
切　
３
月
3
日（
火
）

と�　
き

　
3
月
22
日（
日
）　
９
時
開
会

と
こ
ろ　
井
原
体
育
館

種　
目

　
①
１・２
部（
上
級
者
対
象
）

　
②
３・４
部（
中
級
者
対
象
）

　
③
５・６
部（
中
級
者
対
象
）

　
④
７・８
部（
初
心
者
対
象
）

　
⑤
シ
ン
グ
ル
ス

な
や
み
ご
と
相
談

な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

※
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
は
、

ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
終
了
後
に

行
い
ま
す
。

※
①
②
は
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、

③
④
は
年
齢
、
性
別
を
問
わ
な
い

ダ
ブ
ル
ス
、
⑤
は
年
齢
、
性
別
、

階
級
を
問
わ
な
い
シ
ン
グ
ル
ス

で
す
。

資　
格

　
市
内
在
住・通
勤・通
学
の
人

　
（�

市
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

所
属
し
て
い
る
人
は
可
能
）

参
加
料　
（
１
人
）

　
小
学
生　
５
０
０
円

　
中
学
生　
６
０
０
円

高
校
生
以
上　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切

　
３
月
13
日（
金
）

情報のひろば

健
康
教
室

市役所の休日・夜間電話 井原市役所：TEL�9555 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111



新築・増改築・給排水工事

㈱井原工務店
井原市上出部町628-2 ＴＥＬ62-3417

井原市に
根付く信頼

実績

井原駅より徒歩 2分

新築、リフォーム ご計画の方、
市からの補助金活用できます。
ご相談ください。

井原町638-1TEL（0866）62-8111

有限
会社大竹屋不動産

平成27年3月下旬完成予定
いずえ駅から徒歩６分（下出部町）
新築賃貸アパート1ＬＤＫ・2ＬＤＫ
入居者様募集（予約受付中です）

大竹屋不動産 検索

http://ootakeya.com

（23） 　　　　　　　  平成27年2月

■申込期間　2月25日（水）～ 3月29日（日）  　　 　 　　　問B&G井原海洋センター（☎�7211）

クラス 対　象 定員 期　間･日　時 参加料
(市内料金）

ベビー 0（首がすわってから）～ 3歳の幼児
とその保護者 25組 4月17日～ 6月19日 金曜日　

10：30 ～ 11：30 2,500円

3 ～ 4歳（水慣れ） 3 ～ 4歳の幼児 25人 4月16日～ 7月2日 木曜日
15：15 ～ 16：15

1,500円

5 ～ 6歳①
5 ～ 6歳の幼児

（期間中に5歳になる子も可能）

25人 4月15日～ 6月17日 水曜日　
15：15 ～ 16：15

5 ～ 6歳② 25人 4月17日～ 6月19日 金曜日　
15：15 ～ 16：15

小学生水慣れ

小学生

25人 4月18日～ 6月20日 土曜日　
10：15 ～ 11：15

小学生初クロール① 25人 4月16日～ 7月2日 木曜日　
16：30 ～ 17：30

小学生初クロール② 25人 4月17日～ 6月19日 金曜日　
16：30 ～ 17：30

小学生初クロール③ 25人 4月18日～ 6月20日 土曜日　
11：20 ～ 12：20

小学生平泳ぎ 小学生（クロールで呼吸をつけて
20m以上泳げる人） 25人 4月17日～ 6月19日 金曜日

18：00 ～ 19：00

小学生4泳法 小学生（クロールで20m泳げ、平泳ぎ
のキックができる人） 25人 4月17日～ 6月19日 金曜日　

19：00 ～ 20：00

学生　水中運動 小学6年生～高校生 25人 4月18日～ 6月20日 土曜日　
19：00 ～ 20：00

水中運動 成人（水慣れ習得～上級者） 25人 4月16日～ 7月2日 木曜日　
10：30 ～ 11：30 2,500円

成人（初級・中級） 高校生～一般（水慣れ～中級者） 25人 通年 木曜日　
19：10 ～ 20：10

1,000円
（月謝制）

選手育成 小学生（クロールと平泳ぎで
それぞれ25m泳げる人） 25人 通年（火・水・金曜日）　

16：30 ～ 17：30
1,500円

（月謝制）

選手 小・中学生・高校生（200m個人メドレー
が既定時間内に泳げる人） 25人

通年（火・水・木・土・日曜日）　
平日17：00 ～ 19：00　
土日16：30 ～ 18：30

小・中学生
5,000円

高校生
6,000円

（月謝制）

B&G井原海洋センター水泳教室（1期）

 ・ 市外の人は参加料が市内料金の2倍になります。
 ・ �申込多数の場合は、締め切り後に抽選を行います
（市内の人優先）。申込人数が10人以下のクラス
は中止する場合があります。

 ・� 申し込みは、1人1期間につき1教室までです。
ただし、成人・水中運動は複数
申し込み可能とします。
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